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1. はじめに 
近年、システムとの対話を楽しむ場面が増えてお

り、ユーザとシステムが雑談することを主眼に置い

た非タスク指向型対話システムの研究も盛んになっ

ている。原田研究室で開発している雑談対話システ

ム Hermes(池田ら)については以前発表したが、指示

詞への対応や応答精度の向上について改良を行った

ので報告する。 

 

2. 改良のポイント 
従来の Hermes は指示詞などの意味を解析する機

能を有しておらず、「それ」「昨日」といった単語

の正しい指示先を踏まえた対話が困難であった。そ

こで、本研究では指示詞や時間関係の語の示す内容

を正確に捉え、発話と応答が適切な対応を持つよう

に改良をした。また、Hermes の web サービス化も

行う。 

 

3. Hermesのシステム構成 
Hermes でのユーザ入力に対する応答までの手順

を図 3-1 に示す。まず、現在のユーザ入力に指示詞

があった場合は、前回のシステム応答と現在のユー

ザ入力を連結し意味解析および照応解析を行う。次

に、ユーザ入力文中の指示詞を特定された指示先と

置き換えた文を作り、これを意味解析する。この意

味解析の結果を利用し、ユーザ入力の発話意図、発

話態度、検索のキーワード、主題を決定し、質問文

ならば質問応答を、それ以外ならば雑談対話を行

う。質問応答の場合は質問応答システム Metis(原

田ら)を利用する。この際、相対的な時間を表す語

は絶対時間表記に置き換える。雑談対話の場合、抽

出したキーワードからキーワード群を作成し、それ

を用いて Twitter 検索を行う。得られたツイートを

応答候補文とし、発話態度などをもとに評価して最

も得点が高かったものを応答文とする。 
 

4. 指示詞などを含む文の処理 
Hermes2017 では、照応解析により指示対象を

 
図 3-1. Hermes の処理の流れ 

 

特定し、それを応答抽出に利用することで応答精度

の向上を図った。当研究で利用している照応解析シ

ステム AnasysD(西念ら)について説明する。このシ

ステムは原田研究室で開発しているもので、指示詞

と先行詞のデータから教師あり機械学習を行ったモ

デルを用いて指示先の特定を行う。AnasysD におい

て対話における学習モデルを作成するために、まず

雑談対話や質問応答対話における正解指示先を示す

対話コーパスとして、図 4-1 に示すように、平均 17

文から成る指示詞を含む対話文を 60 例作成した。

現在の AnasysD の Hermes 上での精度は 49.59%であ

る。 

Hermes 側の処理としては、現在のユーザ入力に

指示詞がある場合は前回のシステム応答と現在のユ

ーザ入力を連結し、それを意味解析システム SAGE

で解析する。この際に AnasysD による照応先の特定

も行われる。照応先が見つかった場合には照応詞を

照応先で置き換えた文を作成し、その文を意味解析

して応答に利用する。照応解析を利用し、実際に行

われた対話の例を図 4-2 に示す。対話中の指示詞を

下線で示した。 
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図 4-1. 対話コーパスの例 

 

 
図 4-2. 照応解析を用いた対話の例 

 

また、「今日」「昨日」などの相対的な時間を表

す語も発話内容によっては絶対時間に変換し、精度

向上を図った。こちらは、「3 日後」「2 年前」な

どの表現に対して「現在の日付に 3 日プラス」、

「現在の日付から 2 年マイナス」などの変換ルール

を定め、絶対日時への変換処理を行う。図 4-3 に示

すように、従来のシステムでは「去年」などの語を

含んでいた場合そのまま検索に利用していたため、

必ずしも現在から見た「去年」の情報が得られると

は限らなかった。改良後のシステムでは、「去年」

を「2017 年」に書き換えた上で回答を検索するの

で、より正確な回答を得ることが可能になった。 

 
図 4-3. 相対的な時間を表す語を用いた質問の例 

 

5. 評価実験・考察 
5.1. 雑談対話の印象評価実験 
46 人の被験者を対象に、新旧それぞれのシステ

ムで行った雑談対話事例を各 10 例提示し、システ

ムの応答に対する印象を表 5-1 に示す 3 項目につい

て「そう思う」(2 点)から「そう思わない」(-2 点)

の 5 段階で評価した。各評価項目に対する 1 例あた

りの平均得点を表 5-1 に示す。結果として、全ての

項目において評価の向上が見られた。照応解析の導

入により、指示詞を含むユーザ入力に対する応答選

択の品質が向上したためであると考えられる。 

表 5-1. 雑談対話の印象評価得点(平均) 
評価項目 Hermes2016 Hermes2017 

応答として適当であるか -0.53 0.26 

話題の変化が自然であるか -0.84 0.17 

会話を続けやすいか -0.53 0.20 

 

5.2. 質問応答の正答率調査 
相対的な時間を表す語を使用した質問を 100 問用

意し、新旧両システムでの正答数を調査した。表

5-2 に示すように、相対的な時間を表す語を含む質

問に対しては一位正答率を向上させることができた。 

表 5-2. 相対的な時間を表す語を含む質問の正答数 
システム 一位正答数 

Hermes2016 11 

Hermes2017 35 

 

6. Webサービス化 
Hermes を web サービス化し、誰でもインターネ

ット経由で利用できるようにした。下記のページで

公開予定である。 
http://www-haradalb.it.aoyama.ac.jp/dialogtop.html 

 

7. おわりに 
本研究では、指示詞や相対的な時間を表す語句の

内容を解析して応答に利用することで、より対話の

質を向上させることができた。今後は応答の候補文

検索に用いるキーワードの選定基準や、応答候補文

の評価の仕方を見直すことで対話品質の向上を目指

す。 
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